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【アブスト】	

【ゴール】	
【オリジナリティ】	

【コメント】　全天調査することの意義を示す例。	

　　　　　　　Gaiaと2MASS	カタログの撮像データを用いて21600のRR	Lyraeを同定した。この銀河系内部ハロー（R<28	kp）の体積の約60%に相当する
領域をカバーするRR	Lyraeに基づいて、恒星ハローの密度分布と扁平率 を評価した。その結果恒星ハローの星分布はtriaxial	な楕円体状で、
minor	axis	は銀河面と垂直、major	axis	は銀河静止系のY方向から20°ずれた方向に沿っている。major	axis	と	intermediate	axis	の軸比はp=1.27、
minor/major	axis	の軸比は、内側でq=0.57、外側でq=0.75と変化している。星密度分布はbreakなしのsingle	power	low	(α=-2.96)でよく近似される。	

【ロジック】	

RR	Lyrae	を用いて銀河系恒星ハローの星密度分布を明らかにする	
Gaia+2MASS	によるRR	Lyrae	同定。全天のRRLyraeをほぼ一様なcompleteness	でカ
バーしており、RR	Lyraeとしては初めての全天マッピングを可能にしている	

GAゼミ@20170720	石垣	

データ：Gaia+2MASS	カタログから等級、色、variabilityの有無などをもとに 、RRL候補を抽出（表）。
Catalina	Sky	Survey	(CSS)やStrimp	82によるRRLと共通の天体を使ってRRL候補のcompleteness,	
contaminaZon等を評価したところ、completeness	は	G<17で20%前後、contaminaZonは10%以下と
なった。	
星密度分布（図１）	
・D_sun<10kpc以内では銀河面の上下でほぼ対称	
・D_sun>10kpcではVirgo	Overdensity	(l=-70付近)による密度超過が見られる。	

minor/major	軸比（q）の銀河中心からの距離による変化（図２）:	
・内側で	q=0.57で外側に行くにつれてq>7となる	
ベストフィットモデル（図３）:		
・	Single	Power-Low,	Triaxial,	q	変化あり	
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先行研究との比較	
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